

































































































































































































































































































































































































































































































 僕はそれは一つの感覚だと思う もう少しで一つの知覚だと言いそうになった あらゆるも
のの，演劇的で（喜びのない）無用さを感じる知覚だと74」と書き送ることになる。ヴァシェは戦争
の中で新たな知覚を獲得した。それはまさに，生き延びて行くための変身だった。
ブルトンの『ナジャ』は「私とは誰か？〔私は誰を追っているのか？〕75」という問いで始まるが，ブ
ルトンはヴァシェに「ユーモア」の定義を求め，彼を「追う」。ヴァシェはブルトンに「追われて」
いることに気づいており，死の半月前，1918年12月19日付のブルトン宛としては最後となる手紙
の中で，「僕にどうしろというんだ？76」と書く。ブルトンに「追われ」，ブルトンの求めに応じて自
らの独特な「ユーモア」を定義したことで，「ユーモア」はヴァシェにおいて顕在化し，ヴァシェの
変容を加速させていくのである。
（ごとう みわこ 総合教育センター）
（31）
71 JacquesVach・,Letresdeguere,op.cit.,p.25.
72 AlainetOdeteVirmaux,op.cit.,pp.152-153.
73 ヴァシェはhumourからhを取り，ユーモアをumourと綴った。
74 JacquesVach・,Letresdeguere,op.cit.,p.9.
75 Andr・Breton,・Nadja・,op.cit.,p.647.原文のQuisuis-jeはこのように二通りに読むことができる。
76 JacquesVach・,Letresdeguere,op.cit.,p.26.
